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極東地域の白望系の基礎的問題について　その1馨

V．：N．Vershchagin

小西　善．治訳

極東地域に発達する白璽系は、1，0qOkm（幅）以下の広範な地域を占め，北東方向に4，000km

以上にわたつて延びている。この種地層はSi紬ot（〉alin，アナドルイ，1カムチャッカ地域，オ

ホーツクの北岸地域，カムチャヅカ，樺太弛域に知られている。したがつて白璽系がベーリン

グ海，オホーツク海および目本海の海底下に広域にわたつて分布していることは明らかであ

る。白璽系の北東帯は，ベーリソグ海を経て，アラスカに延び，Brook山脈の北部の広大な地

域，ユ両コソおよびアリューシャン列島を構成している。こグ）地帯ゐ西南は，日本島の南部に

まで分布し，さらに南方に追跡できるようである。この地帯から大陸内部にすNむと白璽系は

発達範囲が狭くなり，深く入り込んだ入江地帯にそつて，主として白垂紀の陸源性，火山性地・

層が発達している。

地質学的研究の初期には，樺太，カムチャッカ，アナドルイに海成白墓系，大陸側に陸成，

火山成地層一海成相はぎわめて珍しい一のみが発達していることが考えられていた・

現在ではValanginian，Apt－albian，Sen←turenial1期には，現在のアジア大陸の彪大な地

域が海で覆われていたことを立証する多数のデータが発表されている。；の時代の海成堆積物

によれば，陸成，火山成地層とが互層をなし，全白璽系を細分する可能性がでてくるばかりか，

よく研究されたアナドルイ，コールヤクスク地域，カムチャッカ，樺太，・アラスカおよび目本

の地層層序と本地域の層準との対比ができるであろ5。

ジュラ系≧白璽系との相関関係について

極東地域では上部ジュラ系上に乗る白璽系の最下部は，ほとんどみられない。ジュラ系め最

上部一Volz飴k期後期の堆積物一ばアナドルイのMainskii山，Udy川盆地，南部Sikhote－

alinのみで知られている。この地域ではVa1即ginian階は，ジュラ系に普通不整合に重なつ

ている。

極東地域の北方，Udy川，Mainskii山脈，Karyaksk丘陵地帯では，さらに検討する必要

があるが，白望系がジュラ系に整合に重なつていることが報告されている。例えばM泓inskii

山では砂岩層が確かめられている。B。Nl　E雌ee▽のデータによれば，その下部は下部・上部

　　　　　　　　　　　　　　のVolzhsk階，上部はValanginian階からなつている。

Ugolunoi入江地域には，いわゆるPlkulyneisk累層が分布している。M．L　Bushwe▽のデ

ータによれば，本層の上部は∀a13nginian期の晩期の動物群を含んでいる。したがづて本層

のさらに下部は，上部ジュラ系にあたる。A工Krasnの新データによれば，ジュラ系と白璽

系とのこのような相関関連性は’Udsk地域でも認められている。　Lかし北部カムチャヅカ地

域では▽alanginian階は古生界の侵蝕面上にのっていることが，Talovska川の上流地域で確

認されている（N．E　Drofak，A　F．Mikhailov）。

　南部沿海州のPetrovka村附近一ウスリー湾の沿岸一では，上部Volzhsk階が知られてい

る。白璽紀初期の來炭層と整合に重なり，Valanginian期の陸成相と考えられている。しかし

本層はスーチャンのApt－albian期の爽炭層に対応Lている確率がきわめて高い。

　＊　B．H．Bep6miarHH二　〇cHoBHb【e　BoHpocbl　cTpaTHrpaΦHH　MeJla双aπbHero　BocToKa，

　　CoBeTcKaH　reoJlorK兄，CbopHHK55，1957
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　Apt・albian，Barremi＆n，Haut年riマian，Valanginian階とジュラ系との地層層序との間に連

続性を欠いているのは，海退上昇期が存在していたことが考えられる。爽炭層が海成上部ジュ

ラ系≧整合関係を示すのは，白璽紀の初期に地域的に地殻の弱い運動が起ぎたことが推定され

る。スウチャンでほ，多くの他の地域のように，Apt7albian期の爽炭層ζ海成Va！段nginian

階との間に著しい不整含関係が認められているる、

　ウスリー湾の東岸地域は，白奎系の堆積条件を明らかにするのにきわめて興昧ある地域であ

る・この地域を構成する三畳系・ジュラ系および白璽系は・他の極東地域と比較して著しく薄

い。この地域では各階の厚さは10mであるが，他の地域のように106～1，000mに達するも

めはみられない。こゐ地域は，白璽紀に比較的僅か沈降した地向斜帯を代表している。こxで

は，（1）IValanginian階を欠くことQ（2）上部ジまラ系に直接する爽炭層（Apt－albian）期の層・

厚が薄いことが明らかである。

　スウチャンの北東部，01ra－reriukhe地域ではValangini翫n階は，多くの場合擾乱作用を受

けている。一層古期地層と重なり，局部的にはその接触面は一層晩期の地層で覆われている。

しかし、Takhe1河の流域では，Valanginian階がジュラ系，三畳系に直接しているが，さらに

北方では，上部古生界に重なつているから，Valanginian階は一層古期の様々な地層と不整合

、関係にあることが推定できるであろう。

　白璽系とジュラ系との相関関係にとつて，ぎわめて重要なデータが最近発表されている。、

Bikinの左岸とその右支流Vaigikheze河とMitakhe河の流域では％1anginian階の砂岩・

頁岩は，玄武岩質礫岩からなる上部古生界の侵蝕面上に著しい不整合関係でのつているのが確

かめられている。さらに東方のUlug川の河口では，この種玄武岩質礫岩が中部ジュラ系に重

なるが，Noto川流域ではふたxび古生層を覆つている。

　したがつて　Sikhot6dinの中央部地域では，下部白璽系は様々な一層古期地層一そのなか

には中部ジュラ系を含む一上に不整合（海進性）で重なつているのが確認されている。

　Sikhotedinのさらに北方地域には，Valanginian階が広域に分布しているが，上部ジュラ

系はいまだ確認されていない。この地域ではValanginian階の下部は，下部，中部ジュラ系，

三畳系および古生代後期の堆積物と普通接して，ジュラ紀と白璽紀との間に堆積の中絶があつ

たこ≧を示レている。おそらくこの期には，摺曲運動が出現して地塊が上昇し，その後削剥作

・用を受けたことが考えられる。

　樺太・北海道およびカムチャッカ〔（Podkagernaga）川南方〕では，上部ジュラ系，Valanginian

際および下部白聖系のさらに上部層準は知られていない。道の地域磧はジュラ紀の終末および

白璽紀の初期に造陸運動が起り，削剥作用を蒙つたことが考えられる。

白肇紀前期Valanginian階

　極東地域では，Valanginian階は現在多くの地域に知られ，白璽系とジュラ系とが区分でぎ

る重要な鍵相となっている。

　極東地域の最初のVala血giniap階は前世紀末にG6rin川河口の頁岩中でMaak，Schmidt

によつて確認された。しかしMaakとSchmidt．の採集した斧足類をSokolovが同定してか

ら，この地質は1912年になってValangini歌n階に入れられた。A．N．Sokolovの発表した

化石目録に．よれば1次のようである。

　且％徽鰯吻丁・幽A働s励瓢a瓦，Ac肋吻燐鰯6sLab，且、c肋・紹廊・
　：Lah．，∠4％06」伽σF。Schmidti　Sok．（P），動06β勉吻％sσ郷わ細％s　Eichw．

　この目録中にはVa］anginianの肋oo8叩郷％s 佛δゆ％3Eich侃一ジュラ系に特色的な種で

あるが｝白塞系には出会しない一および白璽系の一層上部の層準に模式的に産出する・4祝6θ」伽σ

F。Schmidti　Sok．が記載されているのは理解できない。

Savr＆covはその後同山箇所で．A％oε1」2初を採取したが，次で1．G　Kozlo▽も1935年に検
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出している。肌L　Bodylevskiiは後者を次のように同定している。

　　且z60詔α　07‘z3s勿o薦　Keyg．，　A．6勉ss勿oJ雰　KeyFs。var．g7α6読s　Lah．，A．70δ％s彪Pavl．，

　且．　々8ツs67伽zgガ．Lah．，’／1。　！8廻わ負z彪lo掘6s　Lah．，　且．唇姻α彪Toula，　A．伽zsoh⑳zsゑs　Pavl．，

　動oo飽灘ssp．LyJoo6勉ssp．

　1935年にアムール川の右岸のコムソモーリスク地域ではMarkovは頁岩・砂岩層中で斧足

類化石を採取し，Vod．ylevskiiはz4．％oθJJα哲彫厩αToula，A　cf．み％∫Jo薦θs　Lah．，A．cf．’o！窺碗一

scho”∫D．Sok．，んcf．so々oZo毎Bodyl．と決定している。アムール川の右支流Tudur川の北

方地域では1938年にA．F．Atamanchukは斧足類を採取し，Bodylevskiiは次のように同定

している。∠4．％oθZJα海砂εθ擢初ゆ：Lah．，A．c£彪昭肱切％JoJ鹿3：Lah．，14．cf．吻241αToula，∠4。

sp．初44（ノ1．cf．o勉3詔PavL），動oo6脇解％s　sp．，Belemniteの鞘およびcrinoidの遺骸。

　LたがつてMarkovおよびAtamanchukの採集化石によれば，海成Valanginian階がコ

ムソモーリスク地域に存在することが考えられる．が，アムール川の河岸に広く分布しているこ

・とを炉している。その後1948年にはV．Nt　VereshaginはPivan停車場北方，約25km．の

地域でValanginian期の斧石を採集しているが，N。K．Osipovはコムソモーリスクの北方，

Malmyzhで同種化石を検出している。ZolotovはK：hugarの弗方，Uin川（牢umnin川支

流）の流域地域に発達する黒色粘板岩から1948年に次の化石を採集し，N門A　Belyaevskiiが

鑑定した。

　　ノ1z666伽soあ砿σLah．，A　oηzss露oh吾K：eyS，∠1．cf。’o伽z切soho毎D．Sok”ノ1．cf．々oッso7伽82

　Pav1．，ノ3L！σh％s6銘i　Pav1．，jPZ6％畑％zッ召sp．，∠4部απθsp．，Po砂が励露83　（P）sp．

　K：omsomolsk－Sovetskaya－Gavan鉄道の北方めValanginian階はOrel湖およびアムール

川の河口から北西方の地域で確認されている。この地域ではV，K　Eliseevはすでに1938年

に砂岩・一頁岩層上部から∠4％oθ伽c£oκπssαPavL，24．磯吻34σToulaを検出している（V．

1．Bodulevskの鑑定による）。

　Nia，Ya皿01uikはudskoe地域で1949年にValanginian階の広域に発達している地帯を

発見しているpこの地帯がらは且％08伽勿Z伽Tou執A　soたol伽Bo4yL　A勉仰漉s　Lah”

A　so駕α：Lah．，Os舵4sp。（Yakovlevの鑑定による）を産出するQ

　Anadur・Koryask地域でもValanginian階の興昧あるデータが蒐集さ麹ている。

　P．1．Polevはすでに1914年にAn3durりMainskii山でValang量n孟an階を発見し，Eliseev

は1934年にこの地域を調査し，動物群を採取Lている。現在この地域では

　　／1z606JZα　ooo％s奮　Pavl．，　∠L　∂o膨％3劣　Lah．，　ノ1．δz6ZZo鵡8s　Lah．，　ノ1。o名σssσ　Pav1。，　／1。

　！6惣わ勉♂％Jo磁83Lah．，ノ1．々2ツ30πカzgガLah．，A　30h吻工’ah．

が知られている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　M．工BushuevおよびN．3．s加akはUgolunoi入江附近のKoryaskii山地の北東部で

砂岩・頁岩・火山源岩石の厚層から。4％08伽c£∂oゆκ諮Lah．，A　cf．」6励7π妬o薦631Lah。，

ノエ　c£　sol薦σLah。，　A　　c£　彦召ッs671初ゆ　Lah。，　A　c£　6κZJo鵡θ3Lahポ，A　c£　o段zssαPav1．，

・4．c£Zσh％％勿PavL，且．cf．〃soh6拓απσdDrb．を採集した。V．1．Bodulevskiiによれば1，

こゐ地層の生成年代は白璽紀の初期にあたる傷本地層の最下部層準には動物群を含んでいな恥

が，M．L　Bushe鴫▽は本層が上部ジュラ系に相当するものと考えている。

　Tug鋤o▽はTalovka川流li或の南部Mainskii山地で，1947年に召％08砺「を含むValan－

gi纂ian階を発見している。予察鑑定によれば，この地域ぞは・4％ρ6伽c£観o伽劾sPavl。，A

枷伽吻s、．Lah．，および多数のbrachiopod（1≧勿％oho％伽sp”乃幼名伽伽sp．）を産出する。

さらに北方のKrestu湾地域では，A％o召砺を含むVa1αnginian階を確認しているP本層はア

ラスカに発達するValangini＆n期の地層と直接関連性をもって》る。

　K：om白omolskの南方Sikhote一＆1inの南部では，Valanginian階が数箇所で知られている。

この地：域のPkhusun川の流域では砂岩層からA鶴召4αz彫α≠αToula，A．δ％Zlo漉s：Lah．，A

々6ッsε7伽塑L＆h．，Po馳妨h漉s　Sp．indetを産出する。その他にTaukhe川に発達するVa1＆n一
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ginian階は地ooo吻吻s　aff．，oooz渉o％勿％s　Retow，（non　Pictet）ハ礼％ss％吻アz傭VoL，∠4郷〃¢o％惚s

・sp．（0魯os≠6φh伽％s　Spath），∠40吻％ss％漉π醜Vor．，B67吻sθ砺sp．indeしを含む。N．S．

Vor・netsuによれば，本層峠白垂系の最下部に属し，目本の鳥ノ巣石灰岩に対比される。

　1938年に，統N．Vereshaginは淡色砂岩の厚層から24％o召伽伽πo魏s斗ah”A　c£’6鯵

δ繍1・燃Lah。，A々6ツ麟脚Lah。，Aa丘紛s6伽μLa瓦，As伽劣αS・k・，且・薦麺6酪

Lah．，／L．sッξ勉，¢6ア¢s奮Pavl．，A鰯zo露o嘱03Pavl．，A　aff．・％％6露o痂6s　Pav1．，∠L　zθoZZossoω露shr、

Sok．，イ4．cf．歪塀α如（Toul翫）Lah．124．sゆ伽薦Keys．，∠4。soたoJo毎Bo（1yL，∠4％06伽cf，，sp．

nov。（。4．aff．ゐ〃110漉sLah、），ん枷aff．舵o吻伽4d’Orb．，Co伽吻のグo吻奮sp．nov。，

C　a任．観o吻％蜘Kob。et　Suz．および他層にE短9鋼鍔oso々勉幡Kob・et　Suz，，Os舵αc£

ッosh珈06％幡Klob．et　Suz．，z4吻吻sα加磁％Kob．et　Su乳などを産出する。

　本層（Kluichevsk累層）の動物群には，V．1．Boduilluskiiが指摘しているように，（1）標

式的な海旗動物群が存在するばかりか，戯水棲i　Corb圭c縦aが認められ，（2）Auce11aと白垂紀

の南方海の動物群（Exogyra〉が共櫻している．ことは興昧がある。したがって極東の最南端地

域は目本の南端部とValanginian期の北方海で連絡していたのが確認されるb

　さらに：Kluic飴vskii累層にはOnychiopsis　elongata型の植物遺体を含んでいる・（V．D．

Prinaguの鑑定による）。’この種植物化石は，1極東地域に発達する下部白璽系のいくらか上位

め地層，Nikanskii層および日本の領石層群から産出する特徴的な化石である。　　　　∫

　スウチャンの北方，Yanmntkhouza川の上流地域では，A．A　KiriHovは1945年にValan－

ginian期のAucellaを豊産する砂岩層が発見されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
　V㌧N，Yakovlevによれば，Aucellaには且％o協α6嘱Zo舵s：Lah、，∠4，ωo♂Zosso観γsohガSok．，

．4．soh吻Lah．，z4．oz召ssσLab，z4．z勿伽’αToulaが認められるQ

　さらに東方のTetuihke川右支流の：Krivoi川の沿岸では相当厚い砂岩層が発達し，・4πco伽，

δ％ZJo醜s　Lah．，z4．So々oZo∂♂BodyL，イ4．鰯伽（Toula）Lah．などを産出する。

　Fudzin川地域の西方，Alltonovka村の北方では，古生層上にのるValanginian階が発達

し，Auce11＆．を含む。この地域ではValanginian階はNotto川に沿つてさらに北方に延び，

V．N．Sitantevは砂岩を被覆する頁岩中で∠4％06耽ex　gr．々6ッs6P伽ゆLah．，∠4．縦．∂o禦郷奮

Lah．，五．cf．z粥6膨o莇6s　Pav1．，A　c£o勉鮒αPav1．，〈砺o％勉sp．，Poo彪％6p．，　B鰯θ吻％飽s　sp．

indet．を検出している。

　Mutakheze川およびBagikheza川との分水嶺地域では（気E．Marchenkoは1949年に

玄武岩質礫岩一層序約100m一一とその上を覆う砂岩・珪質粘土岩一層厚約500、m一からなる

Val諭ginian階を発見している。この地層がらは，24％06砺oo％oθ％i7卿Eichwald，A勿Z吻

（Toula）Lah”Aオ6励勉劾如魏s：Lah．，A6躍o吻s　La与．を産出する（N、A．Belyaevskiiト

の鑑定による）。本層はさらにBikin川流域，Ulun＄川の河口地域でもみられ，そのうちの

chert質砂岩には且漉砺c£6勉ssαPavL，∠4．ex　gL々θッsε痂％塵Lah．を含んでいる。Vuamo

川流域では且％6θZZαc£　た6ッs召癌％ゆLah．，∠L．．cf．c勉ss‘z　Pav1．，且．c£6％ZZαCol6h．，P物名σg％魔os

6εn卿傭BLが発見されている。星

　同一地域のTative川上流では，珪質粘土岩が礫・礫岩と互層をなし，そのなかには・4％06伽

ex　gr．々砂s副魏離Lah．，且．cf，云塀切αToula，Ps6％ゐ郷o％oあs　sp。indet，、P6％’σ砿物％3の根の

遺腰を含み，層厚約500mである。

　Bikin川の下流地域には，礫岩層からなり，その上を砂岩・頁岩で覆われている。この北方

に発達する少量の砂岩を伴なう珪質粘土岩では・4％06磁o勉ss260麓Key亀，！1・砂o紹％蜘var．

伽魏肋マavL，AS・肋La瓦，Ac£佛・が・枷奮PavL，Ac£伽吻P＆vL，且吻吻
a巳o認がo獅初Stanton，．P伽名o郷夘（P）sp．を産する。

　Khor川流域ではV。K。Eliseev類似地層から，・4％oo磁c£々6ッ％痂剛L3h』，翻脚sp．
1
i
n
d
e

t．（c£o碗so6吻αd’Orb）を検出している。

　以上の諸事実は極東地域ではValanginian期の海進がきわめて広域にわたり，ハ・始フスク
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から少なくともSikhote・alinの西

斜面に及び，ウスリ’一川流域に及

んだことを示している。ハ零官フ

スクの北方では，Valanginian海

．は，アム＿ルおよびAmgnの分『

水嶺に達し，さらに西方地域に侵

入していることが考えられる。し

かしBur川流域ではValanginian

期の海成層はParallichesk爽炭

層で代表される陸成層に変わつて

いるQ

　さらに北方（’Yoskoe地域）で

は，Valanginian海が初期に形成

されたYoskoe沈降凹地に沿つて

東方に奥深く侵入しているのは明

らかである。こ玉では海成Vaト

anginian階は1320子午線地域で

陸成層に変わつているようであ

る。Anadur－koryackii地域では，

資 料

アムール

魅亀

／

o

ム》f

力ムチセγ力　　　　4グ

ノ

第　　1　　図

Valangi箪ian海進はほとんど全域をおそい，南部は北部カムチャヅカ，北部はベーリング海域に

達し，アラスカ海盆と連絡していたことが考えられる。この海域の分枝は，現在のOmolon

川流域の北西方に分岐している。この地域ではValanginian期の海成層が露出している。

　極東の南端部ではValanginian海域ばV．L　Boldulevskiiカミ指摘しているように，スウチ・

ヤンおよびT3khe川まで延びている。さらに南方には，北方海としばしば連絡していた海盆

地が分布し，そこでは日本の海成鳥ノ巣層群および陸成領石層群の海成相が堆積したことが考

えられる。一

　現在の北海道・樺太・千島およびカムチャヅカ半島地域にはValanginian期の海侵を受け，

ない花彩列島か巨島が分布しているようである。

　したがつて現在では極東のValangini即海域の限界（範囲）があお程度まで正確に決定され

ている占しかしValanginian階自体の層位学的問題の全貌は明らかでないから，Valangin』ian

階の層序および動物灘第一に4の地域に広域に分希するAucellaの研究をおしす』めること

が必要であ為。

　さらに解決を要するきわめて重要な課題は，Valanginian海の迅速な海進と海退との原因お

よびその時期を明らかにすることである。Valanginian階が多くの地域でジュラ系，三畳系お

よび二畳系と著しい不整合関係にある点からみて，先Valanginian期には，榴曲運動が起こ

り，それに引き続いて地塊が隆起し，ほとん，どPeneplain化し，次でValanglnian期に広域に

わたつて海進を蒙ったことが推定される。Valanginian期の末期にはふた二び海退が起こり，

次でその海域に沈積した堆積物は，摺曲運動を蒙り，著しく侵蝕されたようである。

　アラスカでの最近のデータによれば，いわゆるValanginian期のオクピクルアーク（Oki一

一pikruak）層群も，摺曲作用を蒙つた古生界・三畳系およびジュラ系の侵蝕面に不整合に重なつ

てめ喬が，apレaptian階は，オクピ4ルアーク層群を不整合に覆つているのは興昧がある。

Hauteriv1an階

　極東地域では現在H我uterivian階はいまだ確認されていない。さらに地層の層序中におい
』
て
も
， この時代に対比でぎるような地層はいまだ発見されていない。
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　アラスカの隣接地域には現在知ら池ている限りでは，この時代の地層が存在しないばかり

か，Barremian階も露出していない。

　Anadyrsk－Koriakskii地1域ではValanginian階ほ侵蝕作用を受け，白璽系の一層上位の地

、層または第三系・第四系と不整合に重なつている。Valanginian階は例えばUgolmoi入江附

近では，Senoman－Touronian階，Mainskii山およびTalovka川上流ではapt－albian階に、

・覆われている。

　北部Sikhote・alin地域ではValanginian階と上部白璽系とが発達している。しかしこの地

域ではapt－albian階が最近発見されているが，Hauterivian期め地層は露出していない。南

部Sikhote－alinでは，この期の地層は一般に：Nikanskii層として知られて來炭層群一その大

部分はapt－albian期に属している確率が大きいr中のある地層に対比できるようである。

　樺太および北海道では，との期の堆積物はValanginian階と同様知られていない。さらに

南方の本州・四国・九州の三重盆地・関東山地では，Cyfena動物群および0％夕oh勿傭6Jo％一

gα如，R蛎07伽などの植物遺駿を含む白井層は，7惚0伽ヵ0碗耐0猶擁S，。4S∫捌θS励S6％60珈，

翫励納履磯D6辮oω勉畠c舵oθ耀＄A鰐如解窺sなどを産出する石堂層で覆われてし渦曾その

ほかに大島ではご吻6θ勉s勅伽砺躍Shimizul　Os舵α躍％吻照L，，7惚o惣ho々紘弱oα郷Jehara

を産する大島層が知られている。大島層の生成年代はHauterivian期の後期，あ［るいはBar－

remian階にあたるとみなざれてい為？この時代の堆積物は四国でも知られている。

　松本の新しいデータによれば，目本に発達する最古期の白璽系は2統で代表される。下部統

は，陸成（領石相）・海成堆濱物からなり，7誠卿宿解鰯砂嘱　71鰯襯σ％繊71ρoo吻b吻奮　，

を含んでいる。その生成年代は％1anginian期と決定されている。中部統は7惣o吻勿o才雄

∫・グ旛，ヱ海伽・h枷θ，丁肋伽鰯鰯σ，碗・h・肋，励惚曜6s，’伽卿s，肋卿68濡，

50吻ε批吻6召昭＄読齢o確名窩を含む海成層から実際上なつているご、その隼成年代はHau－

terivian期とBar＃emian期と決定されている。

　したがつて現在H：auterivian階・B3rremian階および上部Aptian階は極東地域，1日本列

島でだけ確認されているにすぎないが，樺太・北部オホーツク海沿海地域およびカムチャッカ，

Anadwrsk一：Koriakskiiでをま欠失している。最近SikhotedinではBarremia血期の地層が発

見されている。

　この期地層が極東で広域にわたつて欠失している原因は，依然として明らかにされていな

い。しかしこの問題を解く鍵となると考えられる事実は，スウチャン川流域で確認されてい

る。この地域でぽK　Liuche▽vskii累層のValanginian階は，スウチャン累層の爽炭層（apt－

albian期と著しい不整合関係で重つている。この累層には，下部白垂系中で知られているが1

白墓紀後半期の地層に特徴的な被子・双子植物を伴なう暫しい植物群り要素（element）をほと

んど含んでいないような植物群系が依然として残存して層る。．

　．これらの現象から，’Valanなinian期の海成層の堆積が中絶したことが推定される。この期の

堆積の中絶は（極東の全地域ではないが），相当広域にわたつてこの地域に摺曲運動が発生し，

現在の陸地が隆起するとともに，Valanginian海り急速な海退が起きたことと関連性があるよ

うであるσ

．Valanginian階どapレalbian階との不整合関係は，Mains奪ii山地（Anadyre）およびPen』

zhinskoe入江の東海岸でも確認されている。したがつてHauterivian期・Barre；nian期およ

び典ptian期の初期を通じて堆積物がこの地域に沈積したとするならば，淡水成相・陸成相で

あって，その発達地域も小地域に限られていたことが推定できるであろう、。極東地域と隣接す

るアラスカでは，Valanginian階（Okpi弩u3k層〉にはapt－albian階（Torok層，K：en出kot

層）が不整合にのつてくることに留意すバきである1しか し日本においてはこのような不整合

関係は確認されていないようである。
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